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こ
と
し
は
、
サ
ク
ラ
と
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
の
研
究
で
世
界
的
に

有
名
な
、
岩
村
出
身
の
植
物
学

者
三
好
学
の
生
誕
１
５
０
年
で

す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
鈴
木
誠
氏

（
東
京
農
業
大
学
教
授
）
を
講

師
に
迎
え
「
生
誕
１
５
０
年
を

迎
え
た
三
好
学
博
士
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１６
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾（
堀
井
）

志
４
３
―
２
０
２
５

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

８
月
９
日
㈫
、
１７
日

㈬
、
２４
日
㈬
、
３０
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
使

い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、キ
ー

ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧
に
説

明
し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
の

で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

【
子
ど
も
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
に
、
友

達
や
親
子
で
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

展
開
図
を
選
ん
で
印
刷
し
、
切

り
抜
い
て
組
み
立
て
る
紙
模
型

工
作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

□
と
き　

▽
Ａ
講
座
＝
８
月
３

日
㈬
午
前
１０
時
―
午
後
３
時 

▽
Ｂ
講
座
＝
８
月
１１
日
㈭
午
前

１０
時
―
午
後
３
時

□
定
員　

１０
人
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

□
料
金　

５
０
０
円（
材
料
費
） 

□
持
ち
物　

は
さ
み
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
定
規
、
弁
当
、
飲
み

物
、
完
成
品
を
入
れ
る
袋 

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

７
月
９
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。「
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
」
を
、
初
め
て
受
講
す

る
方
は
、
８
月
１
日
㈪
ま
で
に

申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　　

先
日
、
某
民
放
テ
レ
ビ
局
が
、

地
方
自
治
体
の
議
会
に
つ
い
て
、

議
員
定
数
と
報
酬
な
ど
を
放
送
し

て
い
ま
し
た
。

　

定
数
は
、
地
方
自
治
体
の
人
口

や
財
政
規
模
な
ど
を
、
総
合
的
に

判
断
し
て
決
め
て
い
る
。
議
員
報

酬
は
、
議
会
が
運
営
さ
れ
た
日
数

に
応
じ
て
支
給
。
政
務
調
査
費
な

ど
の
経
費
は
、
一
定
の
基
準
に
照

合
し
て
決
め
る
、
と
い
う
革
新
的

な
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
議
会
改
革
を
ど
の
よ

う
に
進
め
ま
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

市
議
会
で
は
、
昨
年
２

月
に
議
会
改
革
協
議
会
を

設
置
し
、
議
員
定
数
の
削
減
や
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
協
議
の
結
果
、
昨
年
１２

月
に
、
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
議
員
定
数
は
、
県
下
の
人
口
な

ど
で
類
似
す
る
都
市
を
参
考
に
、

現
在
の
２４
人
か
ら
４
人
減
の
２０
人

に
す
る
」「
政
務
調
査
費
は
、
現

在
、
月
額
４
０
０
０
円
の
交
付
金

額
を
、
次
期
改
選
時
か
ら
廃
止
す

る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
議
員
定

数
を
４
人
減
ら
す
議
案
が
、
６
月

の
定
例
会
に
議
員
提
案
で
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
１
月
に
特
別
職
報
酬

審
議
会
で
、
議
員
の
報
酬
が
検
討

さ
れ
ま
し
た
。
類
似
す
る
都
市
と

比
較
し
た
結
果
「
現
状
維
持
」
と

い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
に
あ
る
、
日
数
に
応
じ

た
議
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

も
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
、
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

　

図
書
館
は
、
設
備
も
書
籍
も
申

し
分
な
く
、
職
員
も
親
切
で
す
。

感
じ
た
こ
と
を
一
言
。
室
内
で
読

書
の
で
き
る
所
（
デ
ス
ク
）
を
学

生
と
思
わ
れ
る
方
が
勉
強
の
た
め

長
時
間
使
用
し
て
い
ま
す
。
一
般

の
利
用
者
は
、
デ
ス
ク
が
全
く
使

え
ま
せ
ん
。
館
内
で
、
ゆ
っ
く
り

読
書
す
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
の
使
用
す
る
デ
ス
ク
と
一

般
者
の
使
用
デ
ス
ク
を
区
別
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
よ
う

な
思
い
を
し
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

（
匿
名
・
大
井
町
）

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、

開
館
当
初
は
、
特
に
閲
覧

席
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
持
ち
込
み
勉
強
の
た

め
席
を
占
領
し
た
り
、
長
時
間
荷

物
を
置
い
て
離
席
し
た
り
す
る
方

が
い
て
、
図
書
館
の
資
料
を
閲
覧

し
た
く
て
も
席
の
利
用
が
で
き
な

い
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
８
席
な
ど
の
計
２０
席

は
、
一
般
の
利
用
者
を
優
先
と
す

る
制
限
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
席
に
つ
い
て
は
、

お
互
い
に
譲
り
合
い
な
が
ら
、
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
催
し
物
が

な
い
と
き
に
、
２
階
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
自

習
す
る
方
は
、
こ
ち
ら
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（

市
中
央
図
書
館
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
の

「
て
っ
ぱ
ん
」
で
、
尾
道
の
人
々

が
老
人
は
椅
子
に
腰
掛
け
、
町
の

人
々
も
居
合
わ
せ
た
所
で
踊
っ
て

い
ま
し
た
。
恵
那
も「
ふ
る
さ
と
」

で
も
良
い
か
ら
、
老
人
も
子
ど
も

も
、
働
い
て
い
る
人
も
、
そ
の
場

で
踊
っ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま

す
。
共
通
の
踊
り
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
Ｈ
・
Ｋ
・
明
智
町
）

　

県
で
は
、
来
年
開
催
さ

れ
る
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・

大
会
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
国

体
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ナ
モ
に
ち

な
み
、
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と
ミ
ナ
モ

体
操
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
と
弓
道
の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
こ
の
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と
ミ
ナ

モ
体
操
を
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ナ
モ
体
操
は
、
椅
子
に
腰
掛

け
た
ま
ま
、
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

一
緒
に
で
き
ま
す
。

　

国
体
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と

ミ
ナ
モ
体
操
を
踊
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。（

ス
ポ
ー
ツ
課
）

　

市
が
行
う
上
下
水
道
や
医
療
、

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
教
育
な
ど

の
事
務
事
業
の
中
の
４
事
業
を
、

第
三
者
で
構
成
し
た
外
部
評
価
試

行
委
員
会
が
評
価
し
、
提
言
書
が

提
出
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

提
言
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。
情
報
公
開
は
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

市
で
は
、
平
成
１７
年
度

か
ら
市
役
所
内
部
で
行
政

評
価
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た

め
、
市
民
の
目
線
で
評
価
を
行
う

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会
を
設

置
。「
約
６
０
０
あ
る
事
務
事
業

の
中
の
４
事
業
の
評
価
結
果
」「
今

後
の
評
価
方
法
」「
委
員
会
の
在

り
方
」
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
し
た
４
事
業
は
、
①
上
矢

作
歯
科
診
療
所
運
営
経
費
②
合
併

浄
化
槽
補
助
事
業
③
市
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
育
成
事
業
④
ユ
ビ
キ
タ
ス

管
理
運
営
事
業
で
す
。

　

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会
の
提

言
書
は
、
市
役
所
や
各
振
興
事
務

所
、
市
中
央
図
書
館
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.lg

.jp

）
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
外
部
評
価
を
本
格

実
施
す
る
た
め
、
こ
の
提
言
を
基

に
「
市
民
評
価
委
員
会
」
を
設
置
。

６
月
１７
日
に
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
１
回
目
の
委
員
会
で

は
、
委
員
へ
委
嘱
状
の
交
付
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
委
員
１０
人
と
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
１
人
で
構
成
。
９
回

の
会
議
で
、
昨
年
度
の
事
務
事
業

約
６
０
０
の
中
か
ら
、
１０
事
業
を

選
定
し
評
価
し
ま
す
。

　

市
民
評
価
委
員
は
、
事
業
担
当

の
説
明
や
現
地
視
察
な
ど
で
、
事

業
を
理
解
し
、
事
業
の
正
当
性
を

評
価
。
１０
月
下
旬
に
は
、
市
長
へ

提
言
書
を
提
出
し
ま
す
。（

企
画
課
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）
▲見頃を迎える三好学にちなんだ

ショウブ園（岩村城
し ろ

山
や ま

城
じょう

址
し

公園内）

▲市長の施政方針を真剣に聴く議員

▲事業の選定方法などを話した第１回目の委員会

▲開放する２階のセミナールーム

▲ウオーキングの前にミナモ体操

パ
ソ
コ
ン
の
８
月
期
講
座

を
開
催

議
員
定
数
や
報
酬
な
ど

改
革
す
る
予
定
は

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で

共
通
の
踊
り
が
ほ
し
い

三
好
学
生
誕
１
５
０
年

特
別
公
開
講
座
を
開
催

問

申
・
問

図
書
館
で
は
勉
強
す
る

席
を
区
別
し
て
ほ
し
い

外
部
評
価
の
提
言
書
は

ど
ん
な
内
容
で
す
か


